
2022 年度 教員の自己点検・自己評価報告書 

 

所属学部 学科 職位 氏  名 

教育学部 子ども発達学科 教授 水野 伸子 

最終学歴 学 位 専門分野 

京都市立芸術大学大学院 音楽研究科 音楽学領域 

博士(後期)課程 

博士 

（音楽学） 

音楽心理学，音楽教育学 

 

Ⅰ 教育活動 

○理念・目標・方針・計画（方法） 

【理念】 

保育や教育現場の今日的課題に対応できる知識・技術および論理的思考力の育成 

【目標】 

ICT を活用した音楽教育の手法を開発する。 

論理的な思考力・文章力を育成する。 

【計画】 

iPad や PC を用いて音楽を作成したり編集したりする DTM を授業に取り入れ，現代の教育現場が

抱える課題に対応でき，実際に演奏する楽しさとの違いを分析的に説明できる学生を育成する。

ゼミでは word の機能を使って文章入力し，根拠に基づいた論理的思考力を育成する。 

【方針】 

目標が達成できるように担当する音楽の講義科目全てにおいて，音楽的な表現力に加え ICT の活

用や論理的思考力・文章力を育成する。 

【計画（方法）】 

DAW ソフト GarageBand を用いてパソコン上で演奏することから始め，旋律・コード・ドラムを入

力し音楽編集する。DTM 体験を実際の演奏体験と比較分析することによって特徴や良さに気付か

せる授業を行う。ゼミでは論文形式でレポートを作成し，論理的に思考した内容を word の諸機能

を使って記述することを繰り返すことにより，論理的思考力と文章力を育成する。 

 

○担当科目（前期・後期） 

（前期） 

幼児と音楽表現，音楽基礎，音楽科教育法，専門演習Ⅰ，専門演習Ⅲ，音楽表現技術特別演習 

（後期） 

音楽，保育内容（音楽表現），専門演習Ⅱ，専門演習Ⅳ，卒業研究 

 

○教育方法の実践 

音楽に関する全ての授業科目では音楽学・音楽心理学・音楽教育学といった学問的領域と演奏・

作曲・編曲といった表現領域を内包している。今年度は特に以下の 2 点の改善を目標とした。 

・ ICT の活用について 

「音楽科教育法」の授業では，多くの小学校で使用されている音楽編集ソフト GarageBand を用い

て合奏編曲に取り組んだ。事前にソフトの使い方から音楽編集までのマニュアルを作成し，学生

は，歌の旋律・和音伴奏・ドラムの入力までを一人一台の iPad を用いて行った。楽器の種類や音

色を選択し音やリズムを一つひとつ打ち込んで完成させる作業の過程で，学生は何度も出力して



出来具合を確認し試行錯誤を繰り返して完成させた。iPad を用いた音楽編集は各自の演奏技能に

影響されないため，音楽の構成力を学ぶ上で大変効果的である。大学が iPad20 台を一括購入した

ことにより，今年度から授業で使用することができた。しかし，台数が限られていることから，

初等教育コースの授業では個人所有の iPad も合わせて実施することができた。しかし，幼児教育

コースの授業においては台数が足りないことから今年度の使用は取りやめることとした。次年度

は複数名で取り組める方法を模索したい。 

・ 論理的思考力・文章力の育成 

専門演習において 3 年生から論文形式でレポートを作成する機会を設け，根拠を示して論理的に

思考し文章化するトレーニングを行った。学生の文章にコメントをして推敲する作業を繰り返す

ことにより学生の文章力は確実に伸びていくことが感じられた。 

 

○作成した教科書・教材 

「音楽基礎」「音楽」：調性の理解を促す段階ごとの演奏動画教材 

「音楽科教育法」：DTM による音楽編集マニュアル 

 

○自己評価 

学生の授業評価アンケートからはどの授業もある一定の成果を得られたが十分とは言えない。特に，

今年度作成した音楽編集マニュアルは今後改善しさらに使いやすいものにすることを目指す。音楽

の演奏に発揮される表現力や指導力は，感覚のみならず音楽の分析結果を基盤とする。そのため，今

後も論理的思考力と表現力をバランスよく伸ばし，多様な授業形態を活用し落ちこぼれる学生を作

らない指導法を模索したい。 

 

Ⅱ 研究活動 

○研究課題 

演奏者と「聴衆」間の音楽を介した同期：構造の内在化と双方向チャネルの重要性 

 

○目標・計画 

【目標】 

科研費助成による研究の最終年度として，研究で得た成果をまとめ，広く学会等で発表する。 

科学研究費補助金 基盤研究 C（課題番号：19K02769）「音楽聴取時における演奏者-聴取者間の相

互作用の解析：拍への同期度による検討」(研究代表者：水野伸子)。 

【計画】 

学会発表：音楽科学研究会（5/8），音学シンポジウム（第 131 回音楽情報科学研究会）（6/17），

日本音楽教育学会（11/5） 

論文執筆：日本音楽知覚認知学会研究紀要 

 

○2015 年 4 月から 2023 年 3 月の研究業績（特許等を含む） 

（著書） 

水野伸子，石井玲子ほか『表現者を育てるための保育内容「音楽表現」』教育情報出版，第 2 章 第

2 節 乳幼児の「表現」の発達の特性と発達過程，pp.23-24，2020 年 

水野伸子，横井志保ほか『表現（新・保育実践を支える）』福村出版，pp.81−87，2018 年 

（学術論文） 



水野伸子「演奏者と聴衆の間の同期の解析：音響情報の双方向性がもたらす効果」令和 4 年度博士

論文，京都市立芸術大学大学院（全 105 ページ），2022 年度 

水野伸子，津崎 実「演奏者と『聴衆』間の聴覚情報の双方向性が同期に与える影響」（査読有），音

楽知覚認知研究 28(1)，日本音楽知覚認知学会，pp.3-19, 2022 年度 

水野伸子，津崎 実「演奏者と「聴衆」間の聴覚フィードバックの有無による手拍子同期の比較」情

報処理学会研究報告 Vol.2022-MUS-134 No.9(IPSJ SIG Technical Report, Vol.2022-SLP-142 No.9）

pp.1-6，2022 年度 

水野伸子，津崎 実「拍知覚における演奏者－聴取者間相互作用の解析」日本音楽知覚認知学会令和

１年度秋季研究発表会資料，日本音楽知覚認知学会，pp.55-58，2020 年度  

水野伸子，津崎実「幼児期における拍知覚の発達：同期度による検討」（査読有）音楽教育学第 49

巻第 2 号，日本音楽教育学会，pp.1-12，2019 年度 

水野伸子，津崎 実「幼児期における拍知覚の発達：同期度による検討」日本音楽知覚認知学会平成

30 年度秋季研究発表会資料，pp.78-81，2018 年度 

水野伸子「生演奏と DVD 再生演奏による音楽聴取時における手拍子同期の解析比較」（査読有）音

楽教育学第 47 巻第 2 号，日本音楽教育学会，pp.13-24，2017 年度 

水野伸子「「9 歳の壁」論と学童期における音楽的発達との関連—音楽聴取時の手拍子解析から-（査

読有）同朋大学論叢第 101 号，pp.21-40，2016 年度 

水野伸子「生演奏と DVD 再生演奏による音楽の内容の知覚感受比較—鑑賞後に実施したアンケー

トから−（査読有）同朋福祉第 22 号，pp.93-107，2015 年度 

（学会発表） 

水野伸子，津崎 実「演奏者と「聴衆」間の同期に曲による違いが生じる要因の検討」日本音楽教育

学会第 52 回大会（ZOOM 開催），2022 年度 

水野伸子，津崎 実「演奏者と「聴衆」間の聴覚フィードバックの有無による手拍子同期の比較」音

学シンポジウム 2022（第 131 回音楽情報科学研究会・第 137 回音声言語情報処理研究会共催研

究会），2022 年度 

水野伸子，津崎 実「演奏者と「聴衆」間の聴覚情報の双方向性が同期に与える影響」第 32 回音楽

の科学研究会，2022 年度 

水野伸子，津崎 実「音楽聴取時における演奏の拍と聴取者の手拍子による相互同調の分析」日本音

楽教育学会第 51 回大会（ZOOM 開催）2021 年度 

水野伸子，津崎 実「拍知覚における演奏者－聴取者間相互作用の解析」日本音楽知覚認知学会令和

１年度秋季研究発表会（ZOOM 開催），2020 年度 

水野伸子，津崎 実「音楽聴取時における演奏者-聴取者間の相互作用による同時性の解析」日本音

楽教育学会第 50 回大会（ZOOM 開催），2020 年度 

水野伸子，津崎 実「拍知覚における演奏者－聴取者間相互作用の解析」日本音楽知覚認知学会令和

１年度秋季研究発表会（ZOOM 開催），2020 年度 

Nobuko Mizuno, Minoru Tsuzaki, The Perception of the Musical Beat among Japanese Young Children: 

Aspects of the Degree of Synchrony, International Symposium on Performance Science, Melbourne 

Conservatorium of Music, 2019 Jury 19. 

水野伸子「幼児期における拍の知覚発達—音楽聴取時の手拍子同期度による検討—」日本音楽教育

学会第 48 回大会（岡山大学），2018 年度 

水野伸子，津崎実「幼児期における拍知覚の発達：同期度による検討」日本音楽知覚認知学会平成

30 年度秋季研究発表会（龍谷大学） 



水野伸子，植田恵理子，寄ゆかり，本多峰和「アクティブ・ラーニングの導入には何が必要かー音

楽表現活動の可能性—」日本保育学会第 69 回大会(東京学芸大学)，2016 年度 

Nobuko Mizuno, Musical Enculturation through the Acquisition of Key and Harmonic Knowledge in Japanese 

Preschool Children The 17 PECERA Annual Conference 2016(Pacific Early Childhood Education 

Research Association)(Chulalongkorn University) 

水野伸子，安藤久夫，吉田昌春，福本徹「タッピングと手拍子による音楽同期反応の解析比較」日

本教育工学会第 32 回全国大会(大阪大学)，2016 年度 

水野伸子「幼児の調性感・ハーモニー感獲得にみる音楽的文化」日本音楽教育学会第 47 回大会（横

浜国立大学），2016 年度 

Nobuko Mizuno, The Study on the Acquisition of Musical Perception of Beat among Japanese Children 

PECERA2015 16th Annual Conference (Pacific Early Childhood Education Research 

Association)(Macquarie University,Sydney,Australia) 

水野伸子，安藤久夫，吉田昌春，福本徹「生演奏と DVD 再生演奏時における手拍子の解析」日本

教育工学会第 31 回全国大会(電気通信大学)，2015 年度 

水野伸子「異なる演奏形態における音楽の内容の知覚感受比較 —生演奏と DVD 再生演奏に注目し

てー」日本音楽教育学会第 45 回大会(シーガイアコンベンションセンター)，2015 年度 

水野伸子「生演奏と記録媒体における音楽の知覚感受比較」同朋学会 2015 年度学術大会(同朋大学) 

（その他） 

 

○科学研究費補助金等への申請状況，交付状況（学内外） 

平成 31 年度〜令和 4 年度 科学研究費補助金 基盤研究 C（課題番号：19K02769）「音楽聴取時に

おける演奏者-聴取者間の相互作用の解析：拍への同期度による検討」(研究代表者：水野伸子)，最

終年度 

令和 5 年〜令和 7 年度度 科学研究費補助金 基盤研究 C（課題番号：23K02420）音楽の同期を取

る行為がもたらす令和 5 年度〜令和 7 年度 音楽の同期を取る行為がもたらす演奏者－「聴衆」間

の相互作用の解析」－「聴衆」間の相互作用の解析」(研究代表者：水野伸子)，申請（2 月に採択

通知） 

 

○所属学会 

日本音楽教育学会，日本音楽知覚認知学会，日本教育工学会，日本学校音楽教育実践学会， 

日本保育学会 

 

○自己評価 

今年度は 2019-2022 年度科学研究費補助金，基盤研究（C）（課題番号 19K02769）の最終年度で

あった。この研究成果をまとめた論文は日本音楽知覚認知学会の紀要「音楽知覚認知研究」に掲載

された。また，京都市立芸術大学大学院音楽研究科に在籍し執筆した博士論文も完成し学位（博

士：音楽学）を取得することができた。以上のことから，一定の成果を収めることができたと言え

る。新たに申請した研究においても学術から 2月に結果（採択）の通知があり，次年度から 3年間

に亘り科学研究費補助金がいただけることとなった。人がどのように音楽を知覚認知していくのか

についてさらに追求していきたい。 

 

Ⅲ 大学運営 



○目標・計画 

（目標） 

入試委員会の副委員長として，大学の入試業務を遂行する。大学で充実した学生生活を送り勉学

に励もうとする意識のある学生の入学を推進する。 

（計画） 

入試委員会の仕事としては年間通しての入試業務，大学共通テストのサポート業務を行う。 

 

○学内委員等 

幼小教職課程・保育士養成部会，入試委員会 

 

○自己評価 

入試委員会副委員長として全ての筆記試験の主監督業務，AO 入試小論文の問題作成や採点業務

を行うなど，入学試験が円滑に運営されるように努めた。 

 

Ⅳ 社会貢献 

○目標・計画 

（目標） 

保育者・教育者の研修会の講師など，研究成果を社会へ還元する 

（計画） 

保育者・教育者の研修会の講師など，研究成果を社会へ還元する 

 

○学会活動等 

保育士資格試験採点委員 

 

○地域連携・社会貢献等 

 

○自己評価 

全国保育士試験において採点委員を務め僅かながらも貢献することができた。 

 

Ⅴ その他の特記事項（学外研究，受賞歴，国際学術交流，自己研鑽等） 

京都市立芸術大学大学院音楽研究科博士（後期）課程での音楽知覚認知に関する博士論文を完成さ

せ，審査の結果，博士の学位（音楽学）が授与された。 

 

Ⅵ 総括 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け 1 年延長した 2019-2022 年度科学研究費補助

金，基盤研究（C）（課題番号 19K02769）の最終年度であった。研究の成果を論文にまとめ，音楽の知

覚認知・音楽教育・情報処理等に関する学会で広く研究発表を行い，研究手法に対するアイディアな

ど貴重なコメントをいただき学ぶことの多い年度となった。博士論文も完成し一定の成果を収めるこ

とができた。次年度以降も継続し音楽知覚に関する研究を行い，その成果を授業へ還元していきたい。 

 

以 上 


